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皆さまにおかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素より青梅信用金庫に対し

格別のご愛顧を賜り、誠にありがとうございます。

当金庫は2022年3月6日、創立100周年を迎えることができました。

このよう な大きな節目を迎えることができました のも、お客さまや地域の皆さまの変わらぬご理解

と温かいご支援の賜物と深 く感謝申し上げます。創業の精神「共存同栄」「相互扶助」は、大正、昭和、

平成、そして令和へと100年にわたり受け継がれてきた 青梅信用金庫の成長の礎であります。創業の

精神をあ らためて胸に刻み、感謝の気持ちを忘れることな く、今まで以上に、地域の産業の発展と

豊かな くらし の実現に貢献できるよう、役職員一同邁進してい く所存であります。

本年も、当金庫へのご理解を一層深めていただくために、「2022 Disclosure 」を作成いた しました。

当金庫の経営方針や業績、地域社会 貢献活動への取り組み につきましてご報告いた します ので、

ご高覧賜りますようお願い申し上げます。

2021年度の日本経済は、長期化する新型コロナウイルス感染症の影響により、社会経済活動が

大きく制限され、依然として不安定な経済環境となりました。金融業界におきましては、長引くマイナス

金利政策により収益性の低下が 続 くなか、停滞する地域経済の活性化のため、お 取引先企業への

資金繰り支援を迅速におこなう とともに、状況に応じた 本業支援に取り組むことが重要課題とされた

1年でした。

このよう な経済環境の も と、当金庫では、お 取引先企業への資金繰り支援を最優先課題とし、

様々 な課題解決に努めた結果、貸出金残高は5,130億円（前年度比102億円増加）となりました。

預金積金残高につきましては、創立100 周年記念定期預金を多くのお客さまにご契約いただき、

8,898億円（前年度比201億円増加）となりました。また、当期純利益2,680百万円を計上し、自己

資本比率は 1 1. 07 ％と引き続き国内基準を適用する金融機関に求められている4％を大きく上回る

水準を維持しております。これも偏に皆さま方の温かいご支援の賜物であり、心より感謝申し上げます。

今後とも地域の皆さまに寄り添い、健全で安定した経営に努めてまいります ので、変わらぬご支援・

ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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